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いただいた資料によると前者が 31,264 人（全国合計 220,255 人）、後者が 6,595 人（同 101,627
人）である。さらに長野県 3 万人余のうち、下伊那・飯田地区が約 8,400 人と、他の地区に比
べて飛び抜けて多い。これは戦前に盛んであったこの地区の生糸生産が昭和恐慌で大打撃を受
けたことが原因だとのこと。 
 記念館訪問の前、私はこうした記念館にあり得る傾向として、開拓－敗戦－逃避行・帰国と
いう悲惨な事実（それ自体は全くの事実である）の記憶・記録を、戦争被害者としての側面か
ら展示するものであろうと予想をしていた。しかし運営委員小林氏と、また「語り部」中島さ
んのお話では、国策「満蒙開拓団」が、中国の当地の人々にとっては農地を奪う存在でしかな
かったことを、きちんと説明されていた。その点で、それぞれの個人史上の苦難や悲惨と、大
きな視点からの歴史上の意味をバランスよく考慮された記念館であるとの印象を持った。 
 今回の春期実態調査（飯田市）は、22 名という通常よりも比較的多くの参加者を得て実施さ
れた。ここで私が抱いた二つの印象について、あるいは別の論点について、以下ではその参加
メンバーたちが、より詳しく報告をする。 
